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■予算特別委員会報告 ４P
■７人が町の課題を問う 10P
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3月の定例会

大法師さくら祭り

えがお満開！！
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令和5年3月定例会を3月3日から17日の15日間開催した。
専決処分承認案 1件、条例制定案 1件、条例改正案 7 件、補正予算案 8 件、予算案 16 件、
組合規約変更案1件、人事案2件を慎重審議し、条例改正案1件否決し他全会一致で原案のと
おり可決した。また、当初予算については、予算特別委員会を設置し分科会および全体会で審議し、
採決の結果原案のとおり可決した。

8080億億2,5152,515万円万円

一 般 会 計 予 算（ 歳 入 内 訳 ）
　自主財源　34億 5,813万円（43.0%）

　依存財源　45億 6,702万円（57.0%）

一般会計予算

令和 5 年度

町で集めた財源
● 町税	 13億 8,869万円	（17.3%）	 皆さんが納めた税金
● 繰入金	 15億   580万円	（18.8%）	 基金などから
● 分担金・負担金	 7,379万円	 （0.9%）
● 使用料・手数料	 9,070万円	 （1.1%）
● 財産収入	 1,639万円	 （0.2%）
● 寄附金	 1億 5,250万円	 （1.9%）
● 繰越金	 2,108万円	 （0.2%）
● 諸収入	 2億   917万円	 （2.6%）

国・県からの収入・借入金などの財源
● 地方交付税	 26億円	（32.4%）	 国から交付されるお金
● 国庫支出金	 7億    322万円	 （8.8%）	 国からの補助金
● 県支出金	 4億 6,520万円	 （5.8%）	 県からの補助金
● 町債	 3億 6,000万円	 （4.5%）	 町が借入れるお金
● 地方譲与税	 6,796万円	 （0.8%）
● 配当割交付金	 772万円	 （0.1%）
● 株式等譲渡所得割交付金	 560万円	 （0.1%）
● 法人事業税交付金	 2,356万円	 （0.3%）
● 地方消費税交付金	 3億 1,740万円	 （4.0%）
● ゴルフ場利用税交付金	 47万円	 （0.0%）
● 環境性能割交付金	 535万円	 （0.1%）
● 地方特例交付金	 954万円	 （0.1%）
● 交通安全対策特別交付金	 100万円	 （0.0%）

観光地域づくり法人（DMO）設立へ

（　）内は構成比率

依存財源とは…
国や県の基準に基づいて交付されたり、
割り当てられたりする町の収入

自主財源とは…
自主的に収入
できる財源

（対前年比19.7%減）

※単位未満を四捨五入しているため、合計と内訳の計が一致しない場合があります。
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新年度の注目事業新年度の注目事業
● 東別館解体設計業務	 846万円
● 新庁舎外構工事等・新庁舎整備事業（外構・西側駐車場等）	 1億3,942万円
● 「ふるさとフェスタ in ふじかわ 2023」実行委員会補助金	 100万円
● 魅力発信アンバサダー事業	 105万円
● 山梨県議会議員選挙費	 1,049万円
● 地域おこし協力隊事業	 473万円
● 観光 DMO 事業	 253万円
● 出産祝金	 395万円
● 新型コロナウイルスワクチン接種事業費	 9,719万円
● 出産・子育て応援事業費	 841万円
● 道路改良舗装費（5 か所）	 1億8,959万円
● 富士川いきいきスポーツ公園整備事業	 6,000万円
● 防災ハザードマップ作成業務	 562万円
● 統合中学校仮校舎設計業務	 303万円
● ますほ文化ホール指定管理料	 3,376万円
● 塩の華 WEB サイト構築業務等	 414万円
● 図書館費	 6,607万円
● 地方創生支援事業補助金	 1億　　400万円
● 利根川公園プール塗装改修工事	 748万円

● 国民健康保険	 16億2,596万円	（△2.0%）
● 後期高齢者医療	 3億9,866万円	（△4.2%）
● 介護保険	 18億    199万円	（△0.1%）
● 介護サービス事業	 6,469万円	（△12.8%）
● 奨学金	 24万円	（△50.0%）
● 簡易水道事業	 1億5,590万円	（15.5%）
● 下水道事業	 6億4,582万円	 （0.7%）

● 営農飲雑用水事業	 802万円	 （41.8%）
● 箱原農業集落排水事業	 1,342万円	（△18.0%）
● 鹿島財産区	 5万円	 (0.0%）
● カラマツオ外三十山恩賜林保護財産区	 44万円	 （0.0%）
● かじかの湯事業	 6,196万円	 （14.6%）
● 峡南地区通級指導教室共同設置	 195万円	 （5.2%）
● 峡南地区充指導主事共同設置	 75万円	 （0.0%）

　水道事業会計	 収益的支出　2億 6,820万円 （△ 0.1%）
	 資本的支出　1億9,784万円（△ 49.8%）

令 和 ５ 年 度 特 別 会 計 予 算 （前年度比%）

整備が進む町道 最勝寺小林1号線

取り壊し予定の東別館

統合中学校建設予定地改修塗装工事予定の利根川公園プール完成間近の町立図書館

完成した新庁舎外構工事（一期）
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生
涯
学
習
課

問　
歴
史
文
化
館
塩
の
華
ウ
エ
ブ
サ

イ
ト
構
築
等
業
務
委
託
の
内
容
は
。

答　

舟
運
に
関
す
る
資
料
や
展

示
物
、
人
物
館
の
紹
介
等
を
行
う

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
新
た
に
立
ち
上

げ
る
た
め
の
経
費
で
あ
る
。

問　
ゆ
ず
の
里
ほ
場
整
備
試
掘
に

関
す
る
経
費
の
内
容
は
。

答　
整
備
予
定
区
域
の
遺
跡
調
査

の
た
め
の
重
機
借
上
料
や
試
掘
調

査
員
の
報
酬
な
ど
の
費
用
で
あ
る
。

教
育
総
務
課

問　
休
日
部
活
動
地
域
移
行
に
向

け
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
経
費
の

内
容
は
。

答　

部
活
動
の
地
域
移
行
に
向

け
た
シ
ス
テ
ム
等
を
検
討
す
る
た

め
、
運
動
部
関
係
・
文
化
部
関
係

各
１
名
を
配
置
す
る
た
め
の
経
費

で
あ
り
、
財
源
は
国
庫
補
助
金
で

あ
る
。

問　
統
合
中
学
校
建
設
工
事
設
計

業
務
費
の
算
出
根
拠
は
。

答　
新
校
舎
の
想
定
延
べ
床
面
積

か
ら
国
の
基
準
を
基
に
町
職
員
が

算
出
し
た
。

問　
統
合
中
学
校
仮
校
舎
改
修
設

計
業
務
委
託
の
内
容
は
。

答　
多
目
的
室
、
会
議
室
、
音
楽

室
等
の
改
修
を
計
画
し
て
い
る
。

福
祉
保
健
課

問　
基
幹
相
談
セ
ン
タ
ー
設
置
準

備
金
は
。

答　

障
害
者
相
談
支
援
事
業
及

び
障
害
福
祉
に
関
す
る
相
談
等
の

事
務
を
、
総
合
的
に
行
う
こ
と
を

目
的
と
す
る
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
を
、
峡
南
地
域
に
開
設
す
る

た
め
の
準
備
経
費
で
あ
る
。
峡
南

５
町
で
予
算
計
上
し
て
い
る
。

問　
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
企
業
団
貸

付
金
の
予
算
計
上
が
な
い
要
因
は
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
患
者
受
入
支
援
事
業
費
補
助

金
等
の
収
入
増
に
よ
り
、
令
和
３

年
度
決
算
に
お
い
て
黒
字
経
営
と

な
っ
た
た
め
、
令
和
５
年
度
は
当

初
予
算
に
計
上
し
て
い
な
い
。

問　
通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

が
減
少
し
て
い
る
要
因
は
。

答　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
入

所
す
る
方
の
増
加
や
、
リ
ハ
ビ
リ

を
必
要
と
す
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を

希
望
す
る
方
が
増
加
し
て
い
る
た

め
で
あ
る
。

町
民
生
活
課

問　
郵
便
局
申
請
支
援
業
務
の
内

容
は
。

答　
郵
便
局
で
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
申
請
に
関
わ
る
業
務
委
託

料
で
あ
り
、
国
庫
補
助
金
が
財
源

で
あ
る
。

問　
出
産
育
児
一
時
金
の
内
訳
は
。

答　
一
人
あ
た
り
50
万
円
を
12
名

分
計
上
。
制
度
改
正
に
よ
り
支
給

件
数
増
加
を
見
込
ん
で
い
る
。　

子
育
て
支
援
課

問　
不
妊
治
療
費
支
援
事
業
補
助

金
が
増
額
と
な
っ
た
要
因
は
。

答　

不
妊
治
療
が
保
険
適
用
と

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
該
当
者
に

対
す
る
県
の
補
助
金
が
廃
止
さ
れ

た
こ
と
か
ら
町
へ
の
申
請
が
増
加

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
た
め
で

あ
る
。

財
務
課

問　
職
員
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
診
断

等
委
託
の
内
容
は
。

答　
会
計
年
度
任
用
職
員
を
含
む

職
員
2
8
0
名
分
の
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
や
メ
ン
タ
ル
相
談
等
の

委
託
経
費
で
あ
る
。

政
策
秘
書
課

問　

観
光
地
域
づ
く
り
法
人

（
D
M
O
）立
ち
上
げ
に
関
す
る
予

算
計
上
の
内
容
は
。

答　
法
人
設
立
の
準
備
に
向
け
た

事
務
所
経
費
・
研
修
費
・
先
進
地

視
察
・
法
人
設
立
業
務
委
託
な
ど

の
経
費
で
あ
る
。

問　
「
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
タ
in
ふ

じ
か
わ
２
０
２
３
」
実
行
委
員
会

補
助
金
の
内
容
は
。

答　
5
月
に
町
内
で
開
催
さ
れ
る

首
都
圏
富
士
川
会
総
会
・
懇
親
会

へ
の
補
助
金
で
あ
る
。

ひ
と
づ
く
り
分
科
会

予算特別委員会報告
（令和５年度予算） ―分科会報告―



大久保ほ場換地

鳥屋地内農道

環境に配慮した新庁舎
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産
業
振
興
課

問　
観
光
費
の
修
繕
費
の
内
訳
は
。

答　
道
の
駅
富
士
川
と
つ
く
た
べ

か
ん
50
万
円
、
ま
ほ
ら
の
湯
50
万

円
い
ず
れ
も
緊
急
性
の
も
の
で
あ

り
、
ま
ほ
ら
の
湯
ろ
過
器
ろ
過
材

交
換
等

150
万
円
、
あ
ら
ゆ
る
観
光

施
設
20
万
円
ほ
か
で
あ
る
。

問　
農
業
費
補
助
金
150
万
円
農
業

次
世
代
人
材
投
資
資
金
交
付
事
業

の
内
容
は
。

答　
新
規
就
農
を
行
っ
た
従
事
者

１
人
分
の
補
助
金
で
あ
る
。

都
市
整
備
課

問　
富
士
川
町
公
園
施
設
長
寿
命

化
計
画
策
定
業
務
の
内
容
は
。

答　
町
が
管
理
す
る
都
市
公
園
11

公
園
を
対
象
に
、
公
園
利
用
者
の

安
全
性
の
確
保
及
び
改
修
費
用
縮

減
の
観
点
か
ら
、
公
園
施
設
の
適

切
な
修
繕
や
計
画
的
な
長
寿
命
化

対
策
を
推
進
す
る
。

問　
富
士
川
い
き
い
き
ス
ポ
ー
ツ

公
園
整
備
工
事
6
0
0
0
万
円

の
内
容
は
。

答　

令
和
５
年
度
は
防
球
ネ
ッ

ト
・
多
目
的
広
場
の
植
栽
・
南
側

駐
車
場
等
の
整
備
で
あ
る
。

税
務
課

問　
町
税
全
体
の
歳
入
総
額
が
前

年
度
と
比
較
し
て
3
・
3 

3
％
増

収
と
見
込
ん
だ
要
因
は
。

答　

納
税
義
務
者
7
3
5
0 
人

を
対
象
に
収
納
率
95
％
で
積
算

し
た
。
日
常
生
活
や
経
済
活
動
に

お
い
て
回
復
傾
向
が
み
ら
れ
る
た

め
、
コ
ロ
ナ
影
響
率
を
除
い
た
こ

と
か
ら
増
収
見
込
み
と
な
っ
た
。

防
災
交
通
課

問　
通
学
路
肩
カ
ラ
ー
化
工
事
の

場
所
は
。

答　
ま
す
ほ
南
児
童
ク
ラ
ブ
か
ら

天
神
中
條
天
満
宮
付
近
ま
で
再
塗

装
を
行
う
。

問　
消
火
栓
設
置
補
助
２
箇
所
の

内
訳
は
。

答　
最
勝
寺
地
内
ほ
か
１
箇
所
を

予
定
。

問　
町
防
災
行
政
無
線
及
び
防
災

ラ
ジ
オ
シ
ス
テ
ム
保
守
点
検
の
内

訳
は
。

答　
庁
舎
内
配
信
局
、屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
72
箇
所
及
び
泊
平
地
内
送
信

局
１
箇
所
の
点
検
作
業
で
あ
る
。

土
木
整
備
課

問　
道
路
橋
梁
維
持
管
理
費
の
橋

梁
定
期
点
検
業
務
は
毎
年
実
施
す

る
の
か
。

答　
町
内

160
橋
に
つ
い
て
、
５
年
間

で
全
て
の
橋
梁
点
検
を
実
施
す
る
。

問　
道
路
改
良
舗
装
費
の
リ
ニ
ア

側
道
補
償
費
9
7
0
0
万
円
の

算
定
方
法
は
。

答　
物
件
ご
と
に
規
模
や
補
償
方

法
が
異
な
る
の
で
、
補
償
算
定
業

務
を
委
託
し
た
業
者
が
物
件
調
査

を
行
い
算
定
し
て
い
る
。

管
財
課

問　

庁
舎
光
熱
水
費
等
で
、

Z
E
B（
省
エ
ネ
・
造
エ
ネ
）
の
効

果
は
検
証
し
た
の
か
。

答　

１
年
経
過
後
に
検
証
す
る
。

施
設
に
お
い
て
、
ピ
ー
ク
時
の
基

本
料
金
が
続
く
た
め
、
動
力
契
約

を
解
除
し
節
減
を
図
っ
て
い
る
。

問　
町
有
地
貸
付
料
の
算
定
根
拠
は
。

答　
行
政
財
産
使
用
料
条
例
に
基

づ
き
、
固
定
資
産
税
評
価
額
を
使

用
し
て
算
定
し
て
い
る
。

問　
電
子
契
約
書
使
用
料
と
は
。

答　
業
者
の
来
庁
の
手
間
や
契
約

事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
電

子
契
約
書
を
導
入
す
る
シ
ス
テ
ム

使
用
料
で
あ
る
。

上
下
水
道
課

問　
上
水
道
事
業
の
建
設
改
良
費

１
億
3
8
0
1
万
8
千
円
の
う
ち

配
水
管
布
設
工
事
の
場
所
と
距
離
は
。

答　

大
久
保
地
内

100
m
、
𣇃
米

地
内

300
m
、
町
道
青
柳
32
号
線
道

路
工
事
に
伴
う
配
水
管
敷
設
工
事

420
m
、
町
道
大
椚
大
久
保
線
配
水
管

付
設
工
事
第
2
工
区

100
ｍ
で
あ
る
。

　

３
月
３
日
の
本
会
議
で
、

予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
令
和
５
年
度
予
算
に
つ

い
て
、
３
月
８
日
、
９
日
、

14
日
に
委
員
会
を
開
き
慎
重

審
議
を
行
っ
た
。討
論
な
く
、

全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会

現
地
視
察

・
大
久
保
ほ
場
換
地
業
務

・
富
士
橋
架
け
替
え
に
伴
う

　

配
水
管
橋
梁
添
架
工
事

・
鳥
屋
地
内
農
道
整
備
事
業

ま
ち
づ
く
り
分
科
会

全
体
会
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・庁舎整備事業（財産管理費）	 △ 7,132万円

・児童手当（児童措置費）	 △ 1,800万円

・峡南医療センター企業団運営負担金（保健衛生総務費）	 666万円

・峡南医療センター企業団貸付金（保健衛生総務費）	 2億円

・予防接種業務（予防費）	 △ 500万円

・経営体育成基盤整備事業分担金（経営体育成基盤整備事業費）	 1,750万円

・道の駅井水貯水槽清掃業務（観光費）	 123万円

・リニア側道整備事業（道路改良舗装費）	 △ 3,000万円

・下水道事業特別会計繰出金（都市計画総務費）	 △ 3,090万円

・防災行政無線屋外拡声子局転換工事（災害対策費）	 △ 2,450万円

・統合中学校改修設計繰上償還金（公債費）	 1,000万円

・ふるさと応援基金積立金（基金費）	 1,000万円

令和４年度 一 般 会 計 補 正 予 算

　条例制定1議案・条例改正6議案可決

△２億9,487万円減額補正　補正後の予算総額 106億3,954万円

■個人情報の保護に関する法律の
　一部改正に伴う関係条例の一部改正
・富士川町ますほ文化ホール条例	
・富士川町地域健康福祉センター条例
・富士川町まほらの湯・温泉スタンド条例
・富士川町平林体験農園休憩交流施設条例
・富士川町特定個人情報保護条例
■特別職の職員で非常勤のものの報酬及び
　費用弁償に関する条例の一部改正
・町立図書館協議会委員の報酬額年額

3,500円とする。
■国民健康保険条例の一部改正
・出産育児一時金40万8千円を48万8千円

に改める。

■富士川町ふるさと応援基金条例
・企業版ふるさと納税の指定寄付を活用し、富士川町ふるさと応援基金を設置する条例

■保育事業の利用者負担額等の条例の一部改正
・町内在住の3歳未満児に係る特定教育・保

育施設及び特定地域型保育事業の利用者
の保育料を令和5年度4月から無料とする。

■家庭的保育事業等の条例の一部改正
・家庭的保育事業等の設備及び運営の基準

を定める条例
・特定教育・保育施設及び特定地域型保育

事業の運営に関する基準を定める条例
・放課後健全育成事業設備及び運営に関す

る基準を定める条例
■町立小中学校設置条例の一部改正
・増穂中学校と鰍沢中学校を削除し（仮称）

統合中学校を追加する。
　施工期日 令和7年 4 月1日（新中学校開校の日）

■富士川町道の駅富士川条例の一部改正
・開館時間を変更することに伴い所要の改正を行う。
  「午前 7 時から午後 9 時まで」を「午前 9 時から午後 6 時まで」。水防対策室の開館時間

を、「午前 9 時から午後 9 時まで」を「午前 9 時から午後 6 時まで」に変更する。
  改正議案が上程されたが、今後、観光事業の拠点として重要な役割を果たす施設のため、条例
どおりの開館時間が望ましいと考える。以上のことから、全議員が原案に反対し否決された。

お
も
な
補
正

条例
制定

否決
議案

条例
改正

（対前年度比）3.9％増

1議案否決
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問　道の駅富士川の開館時間を変更する理由
は。

答　午後６時以降の利用者が少なく、3 月の指
定管理期間満了に伴い、新たな基本協定に
合わせて改正するためである。

問　富士川町立小中学校設置条例の一部を改
正する条例の施行日が令和 7 年 4 月 1 日
となっているが、法令上、令和 6 年度中の
設置でも問題がないのではないか。

答　設置条例の改正を根拠に、統合中学校の
関係予算案を提案していくためである。

問　出産育児一時金として、必要があると認め
るとき、3 万円を上限に加算とは。

答　分娩により発症した重度脳性麻痺の子ど
もと、家族の経済的負担を補償するための
もので、加算額は1万 2 千円と定めている。

問　図書館協議会委員の構成は。
答　構成員は 10 名以内。学校教育及び社会教

育関係者、家庭教育の向上に資する活動を
行う方、学識経験者である。

　3 月議会に要請された「富士川町の
小学校にてゲノム編集トマト苗を受け
取らないことを求める請願書」について
は、付託されたひとづくり常任委員会
で審査を行った結果、不採択とした。「ゲ
ノム編集食品については賛否両論があ
るため、現時点で本町議会として意思
決定するものではない。苗の受け取り・
配布については、教育委員会・保護者
等の意見を尊重し、町内小学校におい
て慎重に判断すること。」との附帯意見
をつけ、本会議に報
告し、質疑討論なく
不採択とした。

●副町長	 新任  早川 竜一
●人権擁護委員	 再任  望月 ひとみ

議会に対する皆さまのご
意見をお寄せください。

※氏名などが未記入の場
合には、今後の議会活動
等の参考にさせていただ
きますが、回答できませ
んので、あらかじめご了
承ください。

お も な 質 疑お も な 質 疑
　　条例改正案件

問　国民健康保険税の減額の要因は。
答　被保険者の減少、人口減少や後期高齢者への移行、社会保険の適用拡大によるもの。

　　補正予算案件

町民に開かれた議会を
目指すために

議長の発案による「目安箱「目安箱（ご意見箱）（ご意見箱）」」
正副議長室前（3F）に設置

について請請 願願
　人 事（敬称略）
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2 月7日第1回臨時会を開催し、契約締結案 2件を
審議し原案のとおり可決した。

　契約締結
・富士川町旧庁舎他解体工事請負契約
  金 4,609万円  株式会社 荻原組
・富士川町立図書館家具購入の契約
  金 1,070万円　株式会社 フジコー

令 和 5 年令 和 5 年
第 1 回第 1 回 臨時会臨時会

ひとづくりひとづくり
常任委員会活動常任委員会活動

まちづくりまちづくり
常任委員会活動常任委員会活動
地元産木材の積極的活用のため視察研修を実施
　２月22日（水）に、統合中学校建設を検討するうえで、
全議員にて峡南森林組合と、身延町（株）キーテックの工場
見学を行い、現在工事中の身延中学校新校舎建設場所を視
察しました。

「子ども条例」の制定に向けて、 
学習会を実施
　「富士川町子ども条例」の制定に向
けて、調査研究を進めています。１月
20 日（金）には、内閣官房こども家
庭庁設立準備室　秋山莉菜さん（富士
川町出身）を講師に招き、「こども基
本法とこども家庭庁の役割～地方自治
に期待すること～」をテーマに学習会
を実施しました。こども基本法につい
て学習を深めながら「こどもを『まん
なか』にする施策」について検討しま
した。地域森林活用の説明（峡南森林組合） 国産材加工業務の説明（（株）キーテック）

工場内見学（峡南森林組合） 合板加工工場視察（（株）キーテック） 子ども条例制定に向けた学習会の様子
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令和５年度予算
会計名 総予算 富士川町負担金

一般会計 ６億2,544万円 742万円
　３月30日に定例会が開催され、専決処分案
１件、条例制定案３件、条例改正案１件、令
和４年度補正予算案１件、令和５年度予算案
１件を原案のとおり可決した。

  山梨西部広域環境組合議会

令和５年度予算
会計名 総予算 富士川町負担金

一般会計 6,061万円 500万円

ごみ処理事業 14億7,289万円 1億 　206万円

公園事業 913万円 76万円

老人福祉事業 2,602万円 205万円

勤労青年センター事業 3,347万円 242万円

し尿処理事業 2億9,100万円 0円

合　　計 18億9,311万円 1億1,228万円

　3月30日に定例会が開催され、令和5年度
予算を可決した。富士川町負担金は1,354万円
増となる。理由は、ごみ処理事業経費（燃料代
高騰）の増による。

  中巨摩地区広域事務組合議会

令和５年度予算
会計名 総予算 富士川町負担金

一般会計 18億7,250万円 3億8,669万円

情報センター特別会計 4,167万円 0円

介護保険特別会計 2億1,747万円 0円

合　　計 21億3,164万円 3億8,669万円

令和５年度予算（予定損益計算書）
医業収益・事業収益 45億4,811万円

医業外収益・事業外収益 5億9,836万円

(収益合計) 51億4,647万円

医業費用・事業費用 50億3,263万円

医業外費用・事業外費用 1億7,235万円

(費用合計) 52億 　498万円

経常利益(損失) △5,851万円

令和５年度予算
会計名 総予算 富士川町負担金

一般会計 3,327万円 562万円

し尿処理事業 3億5,359万円 5,362万円

火葬事業 1億6,876万円 1,719万円

合　　計 5億5,562万円 7,642万円

　3月23日に定例会が開催され、条例改正案
3 件、条例制定案3件、令和4年度補正予算案
3 件、令和 5年度予算案3件を原案のとおり
可決した。

  峡南広域行政組合議会

　3月29日に定例会が開催され、令和4年度
補正予算案（専決処分）1 件、条例制定案3件、
条例改正案4件、令和5年度予算案 1 件、条
例制定案（発委）1件を原案とおり可決した。

  峡南医療センター企業団議会

　３月28日に定例会が開催され、10議案と同
意案１件を原案のとおり可決した。
　し尿処理事業は築23年の施設の大規模改修
が終了し、令和6年度から南アルプス市の白根・
八田・芦安地区も加入する。
　火葬事業では2か年計画の耐火レンガ交換
で前年度より1,300万円の増加予算となった。

　三郡衛生組合議会

令和5年度 各組合予算

※単位未満を四捨五入しているため、合計と内訳の計が一致しない場合があります。
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問　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
者
を
活

用
し
た
町
の
Ｐ
Ｒ
方
法
と

し
て
、
全
国
の
自
治
体
で

初
の
「（
仮
称
）富
士
川
町

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
選
手

権
大
会
」
の
開
催
の
考
え

は
。

町
長　

多
く
の
人
に
影

響
を
与
え
る
イ
ン
フ
ル
エ

ン
サ
ー
の
情
報
発
信
力
を

活
用
し
、
本
町
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
い

て
有
効
な
方
法
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
、
本
町
の
魅
力
Ｐ

Ｒ
を
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー

同
士
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自

の
視
点
で
競
い
合
う
こ
と

は
、
話
題
性
も
あ
り
地
域

活
性
化
に
繋
が
る
も
の
と

考
え
る
。
開
催
に
向
け
検

討
し
て
い
く
。

問　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
者
を
活

用
し
た
町
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
、

若
手
職
員
の
育
成
の
た
め

に
も
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
作
る
考
え
は
。

政
策
秘
書
課
長　
各
課
か

ら
選
出
さ
れ
た
若
手
職
員

を
中
心
に
構
成
さ
れ
た
既

存
の
広
報
研
究
会
を
基
盤

と
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
者

を
活
用
し
た
町
の
魅
力
Ｐ

Ｒ
施
策
の
検
討
を
行
っ
て

い
く
。

鮫
田 

洋
平 

議
員

動画はこちらから ▼▼

SNS で富士川町をバズらせよう！

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
選
手
権

大
会
開
催
の
考
え
は

問
開
催
に
向
け
検
討
す
る

答

一 般 質 問 通 告 一 覧
1	 鮫田 洋平 議員
	 ●町の魅力PR方法について

2	 小林 和良 議員
	 ●町の管理不全空き家への対策に

ついて

3	 望月 眞 議員
	 ●ウィズコロナの状況下におけるこ

れからの「町民生活への対応」「ま
ちづくり」の施策について

	 ●庁内組織の見直し・再編について

4	 小林 有紀子 議員
	 ●新中学校開設について
	 ●多様性を認め合う社会の 

実現について

5	 宇田川 朱恵 議員
	 ●事務事業評価について

6	 秋山 仁 議員
	 ●本町の財政について

7	 井上 光三 議員
	 ●政策の実現と協働について
	 ●大柳川渓流公園の管理につ 

いて

一
般
質
問一 般 質 問 ズバリ！　聞きます！
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問　
平
成
27 

年
に
「
空
家

等
対
策
の
推
進
に
関
す
る

特
別
措
置
法
」
が
施
行

さ
れ
た
が
、
こ
の
法
律
に

沿
っ
た
管
理
が
不
十
分
な

空
き
家
へ
の
対
応
は
。

防
災
交
通
課
長　
町
で
は

平
成 

30
年
度
に
富
士
川
町

空
家
等
対
策
協
議
会
を
設

置
し
、
空
家
等
に
関
す
る

必
要
な
措
置
を
適
切
に
講

じ
、
具
体
的
な
対
策
を
示

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

富
士
川
町
空
家
等
対
策
計

画
を
策
定
し
た
。 

こ
の

計
画
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま

で
情
報
提
供
の
あ
っ
た
空

き
家
の
所
有
者
に
対
し
管

理
の
徹
底
に
つ
い
て
通
知

し
て
い
る
。
ま
た
、
解
体

問　
現
時
点
で
の
町
と
し

て
の
マ
ス
ク
着
用
の
指
針

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

福
祉
保
健
課
長　
マ
ス
ク

着
用
に
つ
い
て
は
、
国
・

県
の
指
針
に
基
づ
き
、
他

の
人
と
の
距
離
が
２
メ
ー

ト
ル
以
上
確
保
で
き
な
い

屋
内
や
、
屋
内
で
会
話
を

行
う
時
、交
通
機
関
の
中
、

高
齢
者
と
会
う
時
や
病
院

に
行
く
時
な
ど
ハ
イ
リ
ス

ク
者
と
接
す
る
場
合
に
は

着
用
を
推
奨
し
て
い
る
。

　
一
方
、
屋
外
で
の
徒
歩

や
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
離
れ

て
行
う
運
動
な
ど
、
屋
外

で
人
と
す
れ
違
う
よ
う
な

場
合
は
マ
ス
ク
の
着
用
は

必
要
な
い
こ
と
と
し
、
人

希
望
の
あ
っ
た
空
き
家
に

つ
い
て
は
、
空
家
等
対
策

連
絡
調
整
委
員
会
に
お
い

て
審
議
・
判
定
し
、
危
険

空
き
家
等
に
指
定
さ
れ
た

場
合
は
危
険
空
き
家
等
解

体
費
補
助
金
の
対
象
と
な

る
こ
と
を
、
所
有
者
に
対

し
通
知
し
て
い
る
。

問　

早
期
な

解
体
処
理
を

実
現
す
る
た

め
の
施
策
は
。

防
災
交
通
課

長　

町
で
は

危
険
空
き
家

等
解
体
費
補

助
制
度
に
よ

り
、
空
き
家

と
の
身
体
的
距
離
が
確
保

で
き
る
場
面
で
は
、
マ
ス

ク
を
外
す
こ
と
を
推
奨
し

て
い
る
。

　
マ
ス
ク
着
用
に
関
し
て

は
、国・県
の
指
針
に
従
っ

た
対
策
を
実
施
し
て
い

る
。

問　

甲
州
富
士
川
ま
つ

り
・
町
民
体
育
祭
り
・
文

化
祭
な
ど
の
行
事
や
会
議

の
開
催
は
。

財
務
課
長　
町
が
行
う
行

事
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
実
行
委
員
会
や
、
ご

協
力
い
た
だ
く
団
体
な
ど

の
皆
様
の
ご
意
見
を
伺
う

中
で
、
内
容
や
規
模
な
ど

を
協
議
し
な
が
ら
、
決
定

の
早
期
解
体
を
促
し
て
い

る
。
現
在
、
危
険
空
き
家

な
ど
の
早
期
解
体
に
向
け

た
新
た
な
施
策
に
つ
い
て

の
考
え
は
無
い
が
先
進
事

例
を
参
考
と
し
、
調
査
研

究
し
て
い
く
。

し
て
い
る
。
今
後
も
コ
ロ

ナ
が
完
全
に
終
息
す
る
ま

で
の
間
は
、
引
き
続
き
関

係
者
の
ご
意
見
を
尊
重
す

る
中
で
、
開
催
の
判
断
を

考
え
て
い
る
。

小
林 

和
良 

議
員

一
般
質
問

望
月 

眞 

議
員

空き家率の高い都道府県
平成30年 平成25年

1 山梨県 21.3% 22.0%
2 和歌山県 20.3% 18.1%
3 長野県 19.5% 19.8%
4 徳島県 19.4% 17.5%
5 高知県 18.9% 17.8%
6 鹿児島県 18.9% 17.0%
7 愛媛県 18.1% 17.5%
8 香川県 18.0% 17.2%
9 山口県 17.6% 16.2%
10 栃木県 17.4% 16.3%
※出典：平成30年住宅・土地統計調査（総務省）

山梨県は空き家率で全国トップ！

卒業生がマスクを外して挙行した卒業式

管
理
不
全
空
き
家
の

対
策
に
つ
い
て

問

町
の
現
時
点
の

マ
ス
ク
着
用
指
針
は

問

対
策
計
画
を
策
定
し

実
施
し
て
い
る

答

国
・
県
の
指
針
に

従
っ
た
対
策
を
実
施

答
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問　
新
中
学
校
建
設
に
合

併
推
進
債
を
活
用
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
財
政
の
見

通
し
は
。

財
務
課
長　
令
和
５
年
度

に
基
本
設
計
、
６
年
度
に

実
施
設
計
を
、
７
年
度
、

８
年
度
に
建
築
主
体
工
事

を
計
画
し
て
い
る
。
財
源

に
は
90 

％
が
充
当
で
き
る

合
併
推
進
債
を
活
用
す

る
。

　
合
併
推
進
債
に
つ
い
て

は
、
元
利
償
還
金
の
50
％

が
交
付
税
措
置
さ
れ
る
有

利
な
起
債
で
あ
り
、
一
般

財
源
の
抑
制
が
図
ら
れ

る
。
新
中
学
校
建
設
に
あ

た
っ
て
は
、
他
の
事
業
な

ど
を
圧
迫
す
る
も
の
で
は

問　
事
務
事
業
評
価
を
ど

の
よ
う
に
、
予
算
に
反
映

し
て
い
る
か
。

政
策
秘
書
課
長　

町
が

実
施
す
る
事
務
事
業
に

つ
い
て
、
第
三
者
の
視
点

か
ら
の
評
価
と
意
見
な
ど

を
聴
取
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
事
務
事
業
住
民
評

価
委
員
会
を
設
置
し
て
い

る
。
個
別
の
事
務
事
業
や

補
助
金
に
つ
い
て
、
事
業

立
案
の
経
緯
、
目
的
の
妥

当
性
、
事
業
の
成
果
に
対

し
、
継
続
、
改
善
、
廃
止

の
評
価
を
行
い
、
そ
の
結

果
を
予
算
に
反
映
し
て
い

る
。

問　
事
務
事
業
評
価
を
町

な
い
財
政
見
通
し
を
し
て

い
る
。

問　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

制
度
の
導
入
に
つ
い
て
。

政
策
秘
書
課
長　

同
性
同
士
の
婚

姻
が
法
的
に
認

め
ら
れ
て
い
な

い
我
が
国
に
お

い
て
、
結
婚
に

相
当
す
る
関
係

と
公
的
に
認
め

る
、「
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
制

度
」
に
つ
い
て

は
、
共
生
社
会

の
実
現
や
、
社

会
的
配
慮
を
受

け
や
す
く
す
る

民
に
わ
か
り
や
す
く
掲
示

で
き
る
よ
う
に
す
る
考
え

は
。

政
策
秘
書
課
長
　
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
に
掲
載

し
て
い
る
。
現
在
、
掲
載

し
て
い
る
内
容
は

事
務
事
業
及
び
補

助
金
の
名
称
、
住

民
評
価
委
員
会

か
ら
の
総
合
的
な

意
見
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
は
既
存

の
掲
載
内
容
に
加

え
、
事
務
事
業
や

補
助
金
の
趣
旨
や

制
度
の
説
明
、
評

価
の
判
断
結
果
の

経
緯
な
ど
を
掲
載

し
、
町
政
に
対
す

制
度
と
し
て
、
全
国
で
約

250
の
自
治
体
が
導
入
し
て

い
る
。
本
町
に
お
い
て
も

制
度
に
つ
い
て
今
後
、
研

究
し
て
い
く
。

る
理
解
を
よ
り
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
、
わ
か
り
や

す
く
掲
示
し
て
い
く
。

小
林 

有
紀
子 

議
員

宇
田
川 

朱
恵 

議
員

合併推進債を活用した新中学校建設

住民評価委員会による事務事業評価の様子

新
中
学
校
建
設
と

財
政
に
つ
い
て

問

事
務
事
業
評
価
に
つ
い
て

問

合
併
推
進
債
を
活
用
す
る

答

継
続
、
改
善
、
廃
止
の

評
価
を
行
っ
て
い
る

答

一
般
質
問
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問　
人
口
減
少
や
高
齢
化

の
進
む
中
、
財
政
基
盤
強

化
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

財
務
課
長　

人
口
減
少
、

高
齢
化
は
、
比
例
し
て
税

収
減
少
に
影
響
す
る
。
ま

た
、
高
齢
化
は
医
療
費
が

増
え
る
傾
向
も
あ
り
現
代

の
社
会
構
造
の
一
つ
で
あ

る
。
安
定
財
源
基
盤
を
確

保
す
る
に
は
、
自
主
財
源

の
税
収
確
保
や
経
常
経
費

の
抑
制
が
大
切
で
あ
る
。

安
定
し
た
税
収
確
保
に
向

け
、
生
産
年
齢
層
を
増
や

す
た
め
に
、
子
育
て
支
援

策
、
移
住
、
定
住
促
進
事

業
等
に
取
り
組
み
、
ま
た
、

医
療
費
等
の
抑
制
の
た
め

問　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
取
り
組
み
内
容
に
公
約

に
則
し
た
新
た
な
事
業
の

計
画
は
。

町
長　
行
政
、
住
民
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
企
業

な
ど
が
協
力
し
、
対
等

な
立
場
で
課
題
解
決
に
取

り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
新
た
な
事
業
は
県
内

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
子
育
て

支
援
を
目
指
す
施
策
と
し

て
、
三
歳
未
満
児
の
保
育

料
無
料
、
観
光
地
経
営
の

視
点
に
立
っ
た
観
光
地
域

づ
く
り
法
人
Ｄ
Ｍ
Ｏ
準
備

室
を
設
置
、
財
政
健
全
化

を
目
指
す
、
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
を
活
用
し
た
自

治
会
活
動
応
援
交
付
金
の

健
康
増
進
事
業
に
取
り
組

む
な
ど
安
定
し
た
財
政
基

盤
確
保
を
維
持
し
て
き
た
。

今
後
も
基
本
的
な
施
策
を

継
続
し
財
政
基
盤
強
化
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問　
将
来
負
担
比
率
が
高

く
な
る
が
、
町
民
サ
ー
ビ

ス
低
下
の
影
響
は
。

財
務
課
長　
将
来
負
担
比

率
は
こ
れ
ま
で
の
事
業
投

資
の
起
債
が
あ
り
、
こ
れ

か
ら
の
事
業
へ
も
起
債
を

見
込
ん
で
い
る
の
で
、
地

方
債
残
高
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
が
比
率
的
に
は
有

利
な
起
債
を
運
用
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
交
付
税
措

置
財
源
が
あ
り
、
標
準
財

創
設
な
ど
を
計
画
し
て
い

る
。

問　
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
し
な
い
理
由
は
。

土
木
整
備
課
長　

公
園
独
自
の
管
理

条
例
が
必
要
と
な

る
。
管
理
条
例
を

設
置
し
た
場
合
、

指
定
管
理
を
行
う

者
が
使
用
料
金
や

施
設
利
用
方
法
な

ど
制
約
を
受
け
自

由
な
運
営
が
難
し

く
な
る
。
指
定
管

理
者
の
応
募
が
な

い
場
合
や
更
新
が

な
く
、
後
継
が
な

い
場
合
は
、
条
例

政
規
模
額
も
維
持
で
き
る

と
見
込
ん
で
い
る
。
財
政

指
標
状
況
を
踏
ま
え
、
早

期
健
全
化
基
準
の
比
率
を

見
極
め
、
サ
ー
ビ
ス
低
下

が
な
い
よ
う
各
種
事
業
を

執
行
し
て
い
く
。

に
よ
り
町
が
使
用
申
請
や

使
用
料
徴
収
な
ど
を
行
う

た
め
、
今
の
体
制
で
は
困

難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
行

政
財
産
の
貸
付
に
よ
る
管

理
と
し
た
。

秋
山 

仁 

議
員

井
上 

光
三 

議
員

多くの利用者が見込まれる大柳川渓流公園

本
町
の
財
政
に
つ
い
て

問

政
策
の
実
現
と
協
働
に
つ
い
て

問

安
定
し
た
財
政
基
盤
強
化
を

計
る

答

公
約
に
則
し
た

新
た
な
事
業
を
展
開

答

一
般
質
問
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令和4年度山梨県広報コンクール 議会広報部門【町村の部】において、
富士川町議会だより（第50号）が優秀賞に入選しました。
入選のご報告と今までいただいたモニターの皆様のご意見、ご提言に
心より感謝を申し上げます。ありがとうございました。

NEWS!! 富士川町議会だより（第50号）が優秀賞に入選！！

を

ご紹介！

議会だよりへの

　表紙について
49号 	・児童センターでの子供達なので、背景なども明

るくてとても良い。
	 ・表紙は本当に大切なので、希望を連想させる写

真をこれからもお願いします。
50号 	・稲刈りの風景は、季節感と子ども達の元気さが

出ていて良いと思う。
	 ・お子様の姿がとても好感がもてます。笑顔が

もっとあるといいですね。
51号 	・富士に日の出、子供や成人の様子、祈りの姿な

ど明日に向かって希望が表現されていてとても
良い表紙だった。

	 ・成人式の様子、子供達の習い事の様子が分かっ
て良いと思います。

　決算、定例会、臨時会、新年に向けての抱負などについて
49号 	・右綴じ冊子なのに横書きで構成されているため

ページのつながりがわかりづらく感じた。
	 ・特に人事案件について一般町民にはわかりづら

いと思う。
50号 	・請願審査結果の意味がわかりません。
	 ・条例改正はどの様に改正したのか記載が必要では？
51号 	・議員をしている皆さまの顔と言葉があるのでと

ても分かり易い。
	 ・質疑内容をもう少し具体的に記入してほしい。

　一般質問について
49号 	・各課長の答えがざっくりですね。
	 ・富士川町に若い人の移住を目指すために大事な

内容の質問でした。
50号 	・町当局が答弁した内容を継続してチェックして

ほしい。
	 ・一般質問一覧は大変良いと思います。

51号 	・写真の回り込み部分の段落、非常に読みづらい。
	 ・いろいろありましたが、新庁舎は皆で親しみや

すい場であってほしい。

　わが町の名所めぐりについて
49号 	・名所めぐりはカラーなので非常にわかりやすく

て良いと思う。
	 ・わが町の名所めぐりコーナーはとてもよいと思

います。
50号 	・素晴らしいですね。本当に宝物です。　
	 ・かくれた名所は知らなかった事を知る事ができ

て良いですね。
51号 	・カラーで説明も分かり易く、散策してみたくな

る内容でした。
	 ・こういう情報の記載はいいですね。子供達に伝

え記憶に残していきたいですね。

　その他 ご意見、ご要望、疑問など
49号 	・お世辞抜きにとても興味深い内容で、多くの町

民にしっかり目を通してほしいと心から思いま
した。

	 ・「おっ、なんだろう ?」と目を引く様なレイア
ウトというか、新しさが欲しいかなと感じまし
た。

50号 	・今回は議員さんの質問に対して、回答に疑問や
不満を覚える内容が多かったと思いました。

	 ・今後も議会だよりに注目しながら見ていきま
す。

51号 	・素朴な疑問、表紙と最後はカラーですが、中は
少しでも無理でしょうか？

	 ・議員の新年に向けての抱負ページ、人柄が垣間
見えてとても良かったです。

モニターモニターさんからのさんからの貴重なご意見貴重なご意見

※いただいたご意見は、原文のとおり掲載しております。
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●募集人員	 8人
●任　　期	 1年
●締め切り	 令和5年5月12日（金）
●お問い合せ・応募先

　議会事務局　☎ 0556（22）7211
　　　　　　　Email gikai@town.fujikawa.lg.jp

議会では、町内在住の18歳以上の方
（町職員・町議会議員とその家族を除
く）で、年に 4回発行される議会広
報の批評や提言をしていただけるモニ
ターを次により募集します。

議会広報モニター募集！

保坂 直樹さん

　今回、議会広報モニターを経験させてい
ただいた事により、議会だよりを読み、今
まで以上に関心が湧きました。町政の動き

も知る事ができて貴重な経験となりました。今後も微力です
が、富士川町の発展のため、少しでも貢献できるように努め
ていきたいと思いました。ありがとうございました。

野中 治代さん

　議会だよりのモニターをさせていただ
き、毎回、しっかり読ませていただき町
民の代表である町議会の皆さんの日頃か

らの活動について知ることができました。今後も町会議員
の皆さん、町政が身近に感じられる議会だよりになること
を期待します。

大木 真太郎さん

　今回モニターに参加したことをきっか
けに、はじめてじっくり熟読させて頂き
ました。

　町民にとって大切な事がたくさん掲載されていて、とて
も有益な情報源だと再認識しました。これからもより良い
紙面作りに期待しています。

笹本 幸さん

　議会だよりモニターに参加させていた
だき色々な経験や体験をさせていただき
ありがとうございました。毎回、発行さ

れる議会だよりを読み思った事、感じた事を率直に書かせ
ていただきました。これからも分かりやすく読みやすい広
報を期待します。ありがとうございました。

金丸 秋人さん

　モニター活動に参加させていただき私
自身が町議会、町政に関心をもつように
なりました。

　これからも議会だよりは多くの方々の意見を取り入れて
町政に興味をもつ方が一人でも多くなり、より良い富士川
町になっていくことを期待します。

平賀 真由美さん

　議会だよりモニターの機会をいただき
ありがとうございました。皆が見やすく、
わかりやすい紙面になればとの思いで意

見をお伝えさせていただきました。これからの町の発展と、
更に身近に感じられる機会だよりを心から期待しています。

赤池 一也さん

　議会だよりモニターになり、議会の事
をより身近に知る機会となりました。お
役に立てたかわかりませんが、今後も議

会だよりを身近に思い読ませていただきます。事務局の皆
様、紙面を期待しています。

石井 禎子さん

　モニターに参加させていただくことで、
議会や町政に意識を向ける事ができた一
年間でした。町の事を改めて考える貴重

な体験ができ感謝しています。町民の皆さまの声が反映さ
れ、町が発展する事を願います。この度は誠にありがとう
ございました。

モニター活動のご感想をご紹介！
88人のモニター人のモニターさんからの

※いただいたご感想は、原文のとおり掲載しております。
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　戸川右岸にある。最勝山と号し高野山真言
宗。本尊は観音菩薩。聖武天皇の勅願により、
奈良盛大寺の忍正が開基となって7堂伽藍を
建立したとある。行基が甲斐国の四岳八峰に
囲まれた地形が仏法興隆の霊地にふさわしい
として観音像を彫って当寺に安置し、観音の
冥助が諸仏の中で最も勝っていることから寺
号を「最勝山最勝寺」と名付けたともいう。
この説が最も有力ではないかと思われる。
　本尊の観音像が造られたのも1283年頃であり、熱心に活躍する住侶を助け寺門の興隆に外護したのは
武田大井氏の祖信明であった。桃山の時期、観音堂が再建されたが、天正年間（1573〜92）の戦火によ
り伽藍を失い、その後も火災と水難にもあい、形骸化した観音像に大修理が加えられ、わずかに遺構を
残している。なお、本尊の御開帳は33年ごとに行われている。この観音像は参拝者の願いをよく聞き入
れる事で知られており、勝負事のスポーツ選手や選挙の勝利祈願に訪れる人が後を絶たない。

広報常任委員会 委員長 小林有紀子  副委員長 神田雅也  委員 秋山 仁・小林和良・深澤一幸・依田誠司
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　湖水伝説によると、甲府盆地一帯が湖で
あったころ、富士川の「禹之瀬」（鬼島地区
から1km程上流から始まる）を切り開いて
良土を得たという神話伝説の地神を祀るもの
で「上条地蔵大菩薩（現甲府市東光寺）略縁
起」によれば「（前略）神力をもって湖水を去
り平土となさんと図り拾う時、天神地祇降臨
ましまして山を斬磐を裂水弧をやり鰍沢より
南海に帰入りせしより平土となりぬ（後略）」
とあって、山を切り開いた神を穴切明神、磐を裂いた蹴裂明神として祀るという。
　鬼島の国道沿いにある蹴裂明神碑は、1798年4月に建てられたもので、天明の明細帳には「けさき
明神森」とあって、いくつかの水害で祠も立木も失われ、この碑だけが残り、この地に移されたと思わ
れる。一説には「裂」は「佐久」に通じるとして、甲府市下向山町の佐久神社神輿をここに渡御（神輿
が進むこと）して祀るとも言われている。
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